
平成2 8年度 就職についての卒業生アンケート 総括

在学中に熱心に取り組んだことについてみると、 「専門科目」 「資格取得」「基

礎教育科目」「語学」をあげている学生が多く、 2年間の学びの中で専門性を高

め、 卒業後の進路に向けて取り組んでいたことが分かる。 また、 そのような取

り組みについて、 学びの成果が卒業後の仕事に役立っていると感じている卒業

生も多い。 就職に向けて、 役に立った学内の支援についてみると、 現代コミュ

ニケ ー ション専攻では「キャリアデザイン」の授業、 幼児教育専攻では授業や

実習を挙げている。 両専攻で多く挙げているのは「就職室の支援」であり、 就

職に向けて、 就職室の支援が役立っていることが伺える。

就職後に重要だと思う職業的能力について、 「年齢に関わらず気軽に会話でき

る能力」「相手を理解し異なる意見を受け入れる能力」「自分から行動する能力」

といったコミュニケ ー ション能力や、 「状況を冷静に判断する能力」「忍耐力」

といった状況に応じて行動する能力についての項目を挙げている割合が多くみ

られた。 これらの項目は、 企業を対象に質問した回答と同様の結果となり、 卒

業生が企業の求める職業的能力と同様の職業的能力を重要だと理解しているこ

とが伺える。

卒業生が卒業後の就職先で必要なコミュニケ ー ション能力を身につけ、 一つ

の職場で長く働く事ができるよう、 今回のアンケ ー ト結果をもとに学生指導に

あたっていきたい。

1. 実施 2016 (平成28)年6月

2. 調査対象・回収率

2011年3月卒業生,-.-..,2015年3月卒業生のうち
①卒業生採用先 221 (回収104 回収率 47. 1 %) 
②就職者 235 (回収 43 回収率 18. 3%) 

3. 調査結果公開 2017 (平成29)年5月

① 2016年6月実施 卒業生についてのアンケート(p 1)※次ページ

② 2016年6月実施 就職についての卒業生アンケート(P 2,-.-.., P 5)※次々

ページ以降












